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社会的望ましさ尺度の

下位概念を探る

ークラスタ ー分析による検討か ら

河内和 直*

Exploration on Subcategory in 

Social Desirability Scale 
Examination by Cluster Analysis 

Kazunao KAWAUCHI 

In this study， we examined subcategories of the so-

cial desirability scale through cluster analysis that uses 

the manifest variable of each item. As a result， three 

clusters have been confirmed， i.e.， desirable attitude to 

others， desirable moral acts， and desirable control of 

feelings. This result indicates that it is possible to 

classify the items of the social desirability scale not 

only by correlations with potential variables but also 

by the degree of similarity between manifest variables 

We believe that close examination of the characteris 

tics and purpose of the scale will be required in future 

studies. This will be especially true for validity scales 

such as the social desirability scale 
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問 題

社会的望ましさ (socialdesirability: SD)反応とは， 自

己記述式の人格検査などにおいて，項目の叙述内容ではな

く，その一般的な望ましさの程度に応じて回答を行う反応

歪曲の一つであ り，測定の妥当性に関わる問題として古く

から関心が払われてきた要因である (ex.Edwards， 1953 

etc). こうした背景の下， 受検者各人における SD反応の

検出を目的に作成されたのが ISD尺度 (ex.Crowne & 

Marlowe， 1960 etc)Jであるが，その下位概念の同定に関

しては， これまでに体系的な検討はな されてこなかったー

その理由のーっとして挙げられるのは， :1ヒ村 ・鈴木 (1986)

の指摘のように，当該尺度が有す内的縫合性の不明瞭さで

あると考えられる 実際，因子分析を用いて下位概念の抽

出を行った神村 ・嶋田 (1994)の結果を確認すると，項目

の大半が整合性を低めるものとして除外されており，抽出

された因子の信頼性係数も高いとは言えないことが，その
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一つの示唆であると言えよう SD尺度の内的整合性を

巡っては，そのー要因に項目の邦訳や叙述内容の文化差に

由来する論点を挙げることができるが，他の視点としては

適用している統計的方法，すなわち，計量心理モデノレに由

来する論点、も挙げられるのではないだろうか.SD尺度は

「望ましい項目の是認」 ・「望ま しくない項目の否認Jを

もって SD反応として いる.こ の仮説に対して，当該行

動 ・思考の同次元性を問題にするのではなく，その項目が

内包する行動 ・思考の一般的価値を直接的に扱うことが本

研究の主張である.言い換えれば， SD尺度の項目を仮定

される潜在変量との相関関係で捉えるのではなく ，個々の

項目が持つ価値価，即ち，顕在変量による類似度で捉える

ことで，新たな項目観に立った SD尺度の構成が可能にな

るのではなし、かということである.そこで，本研究では，

個々の項目が有す観測値を手がかりにクラスタ ー分析によ

る経験的分類から， SD尺度の下位概念の探索を行うこと

を目的としたい.

方 ;去

調査対象者 大学生および専門学校生 875名(男性 339

名，女性 536名).平均年齢 20.27歳 (S.D.=4.13). 

SD尺度 河内 (2006)による Crowne& Marlowe (1960) 

の SD尺度 (TheMarlowe-Crowne Social Desirability 

Scale: MC-SD)の邦訳版 22項目を使用した.

手続き 授業時間の一部を使用して集団法て、実施したー

対象者には，プライハシーへの配慮を説明した後， I提示さ

れた行動や考え方の特徴が自身にとのくらいあてはまるか

を回答せよ」との教示の下，リ yカー卜 式の 7件法 (7非常

にあてはまる-1全くあてはまらなしつで評定を求めた.

また，本研究における分析の視点は，計誌心理モデノレの

差異のみを問題にしているため，対象母集団や調査法など

の諸条件は先行研究との整合性を考慮して行った.

結果

クラスタリングの変数 SD尺度の下位概念、について検

討を行うべく ，各項目の基本統計量を基礎データに階層的

クラスタ ー分析を行った.基本統計量として採用したデー

タは，平均値，標準偏差，歪度，尖度の 4指標であり，各

項目における得点分布の代表値，散布度，分布型に関する

特徴データを手がかりとした形になっている.なお，本研

究におけるクラスタリ y クは，各統計量が有す意味を分類

に活かす意図から，変数の標準化は行っていない

SD尺度のク ラスタリング いくつかの手法によるクラ

スタリングを試みた結果，その解釈可能性から，最終的に

平方ユー クリンド距離 .Ward法による 3クラスタ ー解を

f采用した (RescaledDistance Cluster Combine=5) 得=ら

れたデンドログラムを Figure1に提示する.
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どんな人とでも折り合えると思う 寸

人を心底から嫌うようなことはない 」
がまんできず1 仕返しをしたくなることがある 寸

他人を利用したことがある 寸
ズルをしてもばれないことが磁かならl おそらく実行するだろう 斗

Cluster-2 はげましてもらえないと，頑張れなくなることがある 」
人が傷つくことを故意に首うようなことはない 斗一一一一一一「
逃避の手段として，仮病を使ったことがある 寸 | 

維に対しても丁寧に接している ..J I 
何かを援したい気分になったことがある 「 ド一一ー

自分的では，うまくやっていけないのではないかと思うことがある 市 l 
思い通りにならないと腹を立てることがある ..J I 

自分にはカがないと恩ってv 実行を断念したことがある 「ト一一一」
維であってもa 人の簡にはいつも耳を傾ける 寸|

うわさ話を楽しむことがある 十J Clu8加 3

因っている人を助ける為にはE 自己犠牲もためらわない 寸
自分のやり方に固執することがある 」

Figure 1 社会的望ましさ尺度項目のデ ン ドログラ ム

第 lクラスタ ーは，“理由もなく罰を受けたと感じたこ

とは一度もないぺ “人を しかりつけたいと感じた ことはほ

とんどないぺ“他人の幸運を非常にねたんだことがある"

といった主に他者への態度に関する価値志向を表現するも

のであるため， I望まれる対人態度」クラス夕一 と解釈し

た i続売いて，第 2クラ ス夕一lは立;1:，“がまんできず， f仕士返しを

したくなることがある"“‘他人を利用 したことがある"

“ズノルレを してもlば正れないことが『在かなら，おそらく実行す

るだろう" といっ た主に道徳や規範意識に基ついた行動に

関する価値志向を表現するものであるため， I望まれる道

徳行動」クラスタ ーと解釈した 最後に，第 3クラスタ ー

は，“何かを壊し たい気分になっ たこ とがある" “自分の力

では， うまくやっ ていけな いのではないかと思うことがあ

るぺ“思い通りにならな いと腹を立てることがある"と

いっ た主 に衝動や情緒の コントロールに関する価値志向を

表現するものである ため， I望まれる感情統制」クラスター

と解釈し た.比較的，単純化 された記述枠が得られた

考察

本研究の結果を踏まえると，一言に望ましい行動と言っ

ても， その価値っけには，やはり い くつかの側面が存在す

るようである 実際，SD尺度は，ビッグファイブ ・モデノレ

の調和性，良心性，神経症傾向と一定の関連があることが

報告されており(掘尾一高橋， 2004;河内， 2006)，本研究

においても，それらとの対応関係を伺えるクラスタ ーが抽

出された点はやはり興味深いと言える. これらの知見を鑑

みると，SD尺度に内包される行動 ・思考の価値志向は，

他者との調和，良心lこ基ついた行動，感情のコン トロール

いっ た下位概念で分類 ・解釈することができそうである.

統計バッケー ジの普及も手伝ってか，尺度，あるいは心

理的変数の下位概念、の検討には，定石のように因子分析が

よく登場する. しかしながら，内的整合性，すなわち項目

聞の相関関係を高める努力だけでは，かえって重要な心理

指標を取りこぼしてしまし、かねな い MMPIではないが，

外的基準との関連で受検者の特性を識別 しようとする視点

も必要であろう.少なくとも SD尺度は，基準関連的方法に

よる尺度化が望ましい心理尺度の一つであると考えられる
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